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GX を東京から推進する「TOKYO GX ACTION」の一環で 

環境活動家の露木しいなさんによる出張授業を開催 

特設サイト URL：tokyo-gx-action.jp 

 

東京都は、2030年のカーボンハーフ、2050年のカーボンニュートラルの実現に向け、化石燃料からクリーン

エネルギー中心の社会へと転換する GX(グリーントランスフォーメーション)の取り組みを加速させていきま

す。都民一人ひとりが GXを理解し、行動を変えていくことを目指す東京都のプロジェクト「TOKYO GX ACTION」

の一環として、2025 年 2月 28日（金）、東京都荒川区の荒川区立諏訪台中学校で、環境活動家の露木しいなさ

ん（24）による出張授業が開催されました。本授業には 1～3年の約 470人が参加。10代の頃から環境問題に取

り組み、全国の約 220 校で講演活動を行ってきた露木さんは、生徒たちに「一人じゃ何も変わらないけど、ひと

りからしか何も変わらない」というメッセージを送り、行動していくことの大切さを訴えました。 

 

 

 

〈授業の目的〉 

 本授業は「TOKYO GX ACTION」の一環として、次代を担う若い世代に GXに関連する取り組みを知ってもらい、

環境問題への意識を高めてもらうことを目的として行われました。授業では露木さんが講演。「世界一エコな学

校」と言われるインドネシア・バリ島の「Green School Bali」に留学した高校 3年間の経験や生産工程も含め

http://tokyo-gx-action.jp/
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て環境に優しいオーガニックな口紅を開発した経験などをもとに、一人ひとりが日々の行動を少しずつ変えてい

くことの意義を伝えました。 

 

〈講演〉 

講演では、露木さんがまず、校舎が竹でできている「Green School Bali」での日々を振り返り、同校で出会

った友人で、バリ島出身の姉妹のエピソードを披露しました。姉妹は島内や島の海にあふれているビニール袋の

ゴミを減らすために署名活動などを展開し、バリ島でビニール袋を禁止する条例の制定につなげたといいます。

露木さんは「社会を変えていくのに、大人になるまで待たなくていい」という姉妹の言葉や行動に大きく影響を

受けたと語りました。 

露木さん自身も高校１年から、肌が弱い妹のためにオーガニックな口紅の研究開発に取り組み、クラウドファ

ンディングで資金を集めて１年半前に商品化にこぎ着けた経験を紹介。口紅の開発を通じ、例えば世界では化粧

品のプラスチック容器がリサイクルされずに埋め立て処分されているケースが多いことなど、生産・消費・処理

の過程で様々な社会課題があることが見えたと説明しました。 

また、海外では熱帯雨林を破壊して栽培地を確保し、多種多様な製品に使用されるヤシの油や家畜のエサが生

産されている現状などを説明。気候変動の問題では、二酸化炭素の排出量が少ない生活をしている地域の人々の

方が干ばつや海面上昇をはじめとした温暖化の影響を受けやすいという傾向を指摘しました。  

露木さんは、二酸化炭素の排出削減や熱帯雨林の保護などに向けて「小さなことではあるけれど、毎日どんな

ものを買うかがすごく大事」と述べ、消費者として環境に配慮したものを選ぶ「日々の選択」の重要性を強調し

ました。締めくくりのメッセージでは、生徒たちに「一人じゃ何も変わらないけれど、ひとりからしか変わらな

い」と呼びかけました。 

 

 

〈授業に参加した生徒の反応〉 

 授業中、生徒たちは真っすぐに前を見つめて露木さんの話に耳を傾けました。講演の中で露木さんが様々な問

いかけをすると生徒たちは積極的に発言し、露木さんとの会話のキャッチボールを楽しみながら学びを深めまし

た。質疑応答の時間では「露木さんが家でやっている『エコ』はなんですか？」などと次々に質問しました。 

 最後に生徒会長が全校生徒を代表して感謝の言葉を述べ、「SDGsについて学べる貴重な機会をありがとうご

ざいました。無意識に多くのものを捨ててしまっていたことを実感しました」と語りました。多くの生徒が出張

授業を通じ、一人ひとりの少しずつの行動が地球の未来を変えていくことにつながるということを実感した様子

でした。 
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〈露木しいなさんの略歴〉 

2001 年横浜生まれ、中華街育ち。「世界一エコな学校」と言われるインドネシアの「Green School Bali」で

高校 3年間を過ごし、卒業。COP24（気候変動枠組条約締約国会議）in Poland、COP25 in Spain に参加。肌が

弱かった妹のために SHIINA organic を立ち上げる。2019年 9月、慶應義塾大学に入学。全国の学校で環境講演

を行うために休学し、2025年 4月に復学予定。これまでに 220校 3万人以上にお話を届けた。 
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